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169名が

大人の仲間入り

９゙ ０ ２
月

去る１月15日、福祉センターで「成人式」が行われま

した。

式には、華やかな晴れ着や真新しいスーツ姿の新成人140

名か出席。はじめに冨 永町長が「成人された皆さん

は、この日を期に貴重な権利を与えられた国家の一貝と

して、厳粛なる人生の一歩を踏み出されました」と式辞

を述べ、野村裕一さんに成人証書か手渡されました。ま

た、成人者を代表して佐久間敏江さんか「今日の決意を

忘れることなく。選んだ道を精いっぱい進みます」と答

辞を述べ、169名の新成 人か大人の仲間入りをしました。



町
県
民
税
・
所
得
税
・
個
人
事
業
税

申

告

は

３

月
1
5
日

ま
で

に

～
申
告
準
備
は
お
早
め
に
～

平
成
元
年
分
所
得
の
町
県
民
税
、
所
得
税
、
個
人
事
業
税
の

申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
な
っ
て
あ
わ
て
な
い
よ
う
早
め
に
準
備
し
ま
し

町
で
は
、

税
の
理
解
と
申
告
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
。
次

の
日
程
に
よ
り
所
得
の
申
告
、
納
税
相
談
を
行
い
ま
す
。
限
ら

れ
た
期
間
で
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◇
期
　
日

日
程
表
の
と
お
り
（
混
雑
を
さ
け

る
た
め
、
な
る
べ
く
指
定
日
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。）

◇
会
　
場

役

場
二
階

第
一
会

議
室

（
正

面
玄

関
よ

り
お

入

り
く

だ

さ

い
）

◇
畤
　
間

午
前
九
時
よ
り
午
後
四

時
ま
で

※
ぜ
ひ
、
申
告
者
本
人
が

お
い
で
く
だ
さ
い

◇
持
参
す
る
も
の

Ｌ

配
付

き
れ
て

い
る
申
告

書

と
印
鑑

り
］生
命

保
険

料
、

生
命
共

済

、
建

物
共
済

．
火
災

ほ
険

料
払

込
証

明
書

3
.収

入
金

課
税
の

対
象

と

な

る
義

産
物

の
収
入

金
の

明
細
書

お
よ

び
証
明

書

（
果
物

、
干
柿

、

い
ち

ご
、
専
門

そ

菜
、

な

め
こ
、

し

い
た
け
。
ト

マ
ト
、
（

ウ

ス
ト

マ
ト

、
き

ゅ
う

り
、
（

ウ
ス

き

ゅ
う
り

、
に
ら

、

イ

ン
グ
ン
、

コ

ン
ニ

ャ
ク
）

ｔ
水

編

・
果
樹

・

養
蚕
・

果
樹
な

ど

の
共
済

金
明

細
書

・
共

済
支
払
金

受
領

耆

５
．
大
農
其

な

ど
を
平

成
元
年

中

に
購

入
さ

れ
た
場

合
、

そ
の
飯

収
書

６
．
事
業

（
商

売
な

ど
）
を

し
て

い
る

方
は

、
総
仕

人

れ
・
売
ｈ

げ
経

費

な

ど
の
帳

簿

’にい
譲
渡

所
得

の
あ

る
場
合

は
、
充

買

契
約

書

８
．支
払

医
療

費
か

、
所
得

金
額

の
五

％

又
は
、

卜
万

円
を
越

え
る

場
合

医

腺
費
支

払
領

収
杏

又
は
、

証
明

耆
９
．ｎ
‥
凧
・

出
稼

な
ど
を

し
て

い
る
場

合

、
給

与
支
払

証
明

書

眼
還
付
申
告

を

さ
れ

る
場
か

、
給
与

支

払
報

告
ａ

｛
源
泉

徴
収
蔡

｝

Ｈ
．そ

の
他

必
要

と
認

め
ら
れ

る
も

の

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
電
八
五
一

二
一
一
一
　
町
線
四
一
六
三
》
に

お
た
ず
ね
下
さ

り

お気軽にご相談ください（昨年の申告相談風棄）

所
得
税
の
確
定
申
告
は

正
し
く
、
お
早
め
に

平
成
元
年
分
の
所
得
脱
の
確
定
申

告
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
廠

日
ま
で
で
す
。

期
限
ま
で
に
申
告
を
し
な
か
っ
た

り
、
誤
っ
た
申
告
を
し
た
り
し
ま
す

と
、
不
足
の
税
金
だ
け
で
な
く
、
加

算
脱
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
λ
。

期
限
内

に
£
し
い
申
告
と
納
脱
を

し
ま
し
ょ
う
。

贈
与
税
の

申
告
も
お
忘
れ
な
く

平
成

元
年

分
の
贈

与
税

の
申
告

は
、

二
月

一
日

か
ら

。一
。川

十
五

日
ま
で

で

す
。

三
月

に
人

ご
ヽ
し

ま
う

と
脱

務

署
の
窓

口

は
、
大
変

混
維

し
ま

す
。

忘

れ
ず
に

、
早

め
に
申
告

と
納

税
を

お
願

い
し

ま
す

。

贈

与
税

の
課
税

の
対

象
と

な
る
の

は

、
個
人

か

ら
贈
与
を

受
け

た
現
命

、

土

地
、
貴

金
属

な
ど

の
鰹
済

的
価
仇

の

あ
る

す
べ
て

の
も

の
で
す

。

な

お
、
平

成
元
年

分
と

は
昭
和
六

十
四
年

一
月

一
日

か
ら
平

成
元
年

十

二
月
三
１

【

日
ま
で

を

い
い
ま
す

。

確
定

申
告

や
贈

与
税
な

ど
に

つ
い

て
わ

か
ら
な

い
と
き
は

、
お
気
軽

に

税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

●
福
鳥
税
務
署

福
島
市
森
合
町
十
六
番
六
号

昔
劭
３
１
２
１

・

税
務
相
談
童

Ｓ
９
4
8
1
1

ご
覧
く

だ
さ

い
自
分

の
財
産

固

定

資
産

の
課

税
台

帳

平
成
二
年
度
の
圃
定
資
産
税
の
基

礎
と
な
る
上
地
や
家
屋
、
償
却
賢
産

の
課
税
標
準
額
な
ど
か
記
載
さ
れ
て

い
る

一
課
税
台
帳
」
か
、
次
の
期
間

中
、
閲
覧
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
一
月
一
口

現
在
で
、
土
地
・
家
星
・
償
却
資
産

を
有
し
て
い
る
方
が
、
そ
の
闘
定
資

産
の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
、
大
切
な
自

分
の
資
産
、
評
価
額
な
ど
を
よ
く
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◇
期
　
間

三
月

。
日
困
～
二
十
日
叫
ま
で

た
だ
し
、
第
二
土
曜
日
（
一
二
月
十

日
）
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

◇
時
　
間

午
前
八
時
半
～
午
後
五
時

三
月
二
口
、
十
七
日
の
土
曜
日
は

午
前
中

◇
鳩
　
所

役
場
税
務
課

※
縦
覧
期
間
中
は
無
料
で
閲
覧
で
き

ま
す
。



納
税
（
申
告
）
を
す
ま
せ

笑
顔
い
っ
ぱ
い

国
見
町

藤
田
小
五
年
　
浅
野
　
優
子

納
税
（
申
告
）
を

早
く
正
し
ぐ

気
持
ち
よ
く
Ｉ

藤
田
小
五
年
　
佐
藤
　
千
賀
子

申　告　相　談　日　程

月 � 日 �曜 日 �
午 前 の 対 象 町 内 会

(午前９睛より) �
午 後 の 対 象 町 内 会(
午後１睛より４時ま勿

２ �13 �火 �小坂、大田川 �前田、板橋

�14 �水 �泉田上、泉田中 �泉田下、鳥取

�15 �木 �内谷西、内谷東 �高　城

�16 �金 �貝田（北、南） �大木戸

�19 �月 �山　根 �光明寺

�20 �火 �鶉町、上野 �山崎北、滝山、石毋田東

�21 �水 �石毋田表、石母田北 �石毋田原、石母田西

�27 �火 �町東、宮東、耕谷 �山崎舘、小舘、宮前

�28 �水 �源宗山東、西、北、大坂 �駅前、錦町

３ �３ �土 �大町南、大町北 �本町．宮町南

�６ �火 �宮町北 �確定申告

�８ �木 �森江野第１ �第２、第３

�９ �金 �森江野第４、徳江北(第５) �第６、第７

�12 �月 �森江野第８．第10 �第９、第11

�13 �火 �森江野第12 �原町．築舘、並柳

�14 �水 �北部、中部 �川　内

※確定申告をする方は、別途 お知らせする日時 においで下さい。

医

療
費
を

支

払
っ
た
と
き
の
税

あ
な
た
や
家
族
が
病
気
や
け
が
な

ど
の
た
め
に
支
払
っ
た
灰
療
費
か
あ

る
と
き
は
、
次
の
算
式
に
よ

う
て
計

算
し
た
金
額
を
医
療
費
控
除
と
し
て

所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
か
で
き
ま

す
．

・医療費控除額の計算方法

その年中に
支払った
医療費

保険 などで

補てんされる額

Ａ

Ａ

10 万 円 ま た は

所 得 の ５ ％(

どちらか少ない衂

医療費控除額

(及高200 万円)

（注）軽減される税額は、その人の所得

の大きさにより異なります。

●
医
療
費
と
は

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
医
療

費
と
は
、
次
の
ｍ

や
閙
の
よ
う
な
も

の
を

い
い
ま
す
。

川
次
の
も
の
の
う
ち
、
そ
の
病
状
に

応
じ
て
一
般
的
に
支
出
さ
れ
る
水

準
を
著
し
く
超
え
な
い
部
分
の
奩

額
①
医
師
。
歯
科
医
師
に
よ
る
診
療
代
、

治
療
代

②
治
療
、
療
養
の
た
め
の
医
薬
品
４

購
入
費

③
病
院
や
診
療
所
．
助
産
所
に
収
容

さ
れ
る
た
め
の
費
用

④
治
療
の
た
め
の
あ
ん
ま
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
指
圧
師
、
は
り
師
、
き
ゅ

う
師
．
柔
道
螫
復
師
な
ど
に
よ
る

施
術
費

⑤
保
健
婦
や
看
護
婦
、
准
看
護
婦
な

ど
に
支
払
っ
た
療
養
上
の
世
話
の

費
用

⑤
助
産
婦
に
よ
る
分
べ
ん
の
介
助
料

叨
次
の
よ
う
な
一

用
で
、
齢
療
や
冶

療
な
ど
を
受
け
る
た
め
に
直
接
必

要
な
も
の

①
通
院
費
用
、
入
院
の
部
屋
代
や
食

事
代
の
費
用
、
医
療
用
器
具
の
購

入
代
や
賃
借
料
の
賢
用
で
、
通
常

必
嬰
な
も
の

②
義
手
、
義
足
、
松
葉
づ
え
、
補
聴

器
、
義
歯
な
ど
の
購
入
の
費
用

③
六
ヶ
月
以
上
寝
た
き
り
状
態
で

お

む
つ
の
使
用
か
必
要
で
あ
る
と
医

師
が
認
め
た
人
の
お
む
つ
代

ご

注

意

く

だ

さ

い

山
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

医
師
な
ど
の
領
収
書
な
ど
を
確
定

申
告
書
に
添
付
す
る
か
、
確
定
申

告
書
の
提
出
の
際
に
提
出
す
る
必

要
か
あ
り
ま
す
．

閙
医
療
費
は
実
際
に
支
払
っ
た
も
の

に
限
り
て
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
．
未
払

い
と
な
っ
て
い
る
医
療

費
は
、
実
際
に
支
払
っ
た
年
の
医

療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
．



税と金年

お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
6
5

歳
以
上
の

お
年
寄
り
は
、

税
金
も
軽
く

な
る
ん
で
す
っ
て

う
む
。
公
的
年
金
等

控
除
じ
や
ろ

年金収入は雑所得

国民 年金 ・厚生年金などの 公的 年金や生命

保険・郵便年金など の私的 年金を受け取った

ときには雑所得とし て所得税がかかります。

〈公的年金等とは 〉

①国民年金法。厚生年金保険法、国家公務員

等共済組合法などの法律の規定に基づく 年

金

ｓ ９ 給（一時恩給を除きま す）や過去の 勤揚

に基づき 便用者であった者から支給さ れる

年金

③適略 退職年金契約に棊づいて支給を受ける

年金

など がありま す。

〈私的年金とは〉

①生命保険契約、郵便年金契 約、 若しくは生

命共済に関する契幻に基づく 年金

⑧退 職金共済、退職年金契約に基づく仔金か

あります。

雑所得の計算

【公的 年 金 】

公的年金等

の収入金額
公釣年金
等控除節

迴所网

の金額

公的年金等控除額の鈿出 方法は、受玲者の

年齢か65 歳以上か否かで異なり、次の表のと

おりになっています。

〈公的年金等控除 額〉

●65纎未満の人

公的年歯辱の収入重 貘 公的年歯碍鯉歎皿

120万円以下

120万円超400万円Ｕ 下

400万円超760万円Ｕ 下

760万円ｇ

60万円

年金収入｡=･25％‘30 万円

年金収入｡゛1 5 % i 7D 万円

年金収入I･ 746 万円

●65廱以上の人

公的 年會碍の収入童二 公的年會碍控除額

240万円以下

240万円超440 万円以下

440万円超800 万円以下

8CD万円超

6C万円

年金収入25  % + 30万円

年金収人:･:15 % 万円

年金収入1･=5％川84万円

:･;!5･X11･ とうｙ Ｊ．その４の|?;121 日･Ｘ･・ 辭こよりま１､、

【私的 年 金 】

(収入金額) (必要経費)

私的年 金の

収入金額

剰余金や 割

戻金

私的年 金の

収入金額

保険料又は掛

金の総額

年金の支払い

総額(見込み額j

一雑所得金の金額

年金収入と確定申告･

一定の金額を超える公的守金や私的年金を

受け取るとき は、所得税が源泉徴収さ れてい

ますので、確定申告で積算することになりま

す。



公職選挙法が改正され、政治家の寄附は

罰則をもって禁止されました

第
百
十
六
回
国
会
で
、
「

公
職
選
挙
法
」
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
十
二
月
十
九
日
に
公

布
さ
れ
ま
し
た

。
今
回

の
改
正

の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
金
の

か
か
ら

な
い
政
治
の
実
現
と

選
挙
の
公
正
の
確

保
に
資
す
る
た
め

、
寄
附

の
禁
止
規
定
な

ど
が
強
化
さ

れ
た
こ

と
で
す

。

こ
の

改
正
は

、
平

成
二
年
二

月
一
日
か
ら

実
施
さ

れ
ま
す

。

政
治
家
（
候
補
者
、
候
補
者
と
な
ろ
う
と
す
る
者
お

よ
び
現
に
公
職
に
あ
る
者
）
は
。
寄
附
を
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

１
政
治
家
か
選
挙
ぼ
内
に
あ
る
者
に

対
し
て
寄
附
を
す
る
こ
と
（
政
党
や

親
族
に
対
す
る
も
の
お
よ
び
政
治
教

育
集
会
に
関
す
る
必
要
や
む
を
得
な

い
実
費
叺
ｒ

償
は
除
か
れ
ま
す
Ｊ

は
。

い
か
な
る
名
義
を
む
っ
て
す
る
も
の

で
あ
っ
て
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
。
次

の
も
の
を
除
き
す
べ
て
罰
則
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

①
政
治
家
本
人
が
自
ら
出
席
す
る
結

婦
披
露
宴
で
の
祝
儀
。

②
政
治
家
本
人
か
自
ら
出
席
す
る
葬

式
や
通
夜
で

の
香
典
。

①
や
②
で
あ
っ
て
む
、
選
挙
に
関

し
て
な
さ
れ
た
場
合
や
通
常
一
般
の

吐
交
の
程
度
を
超
え
て
い
る
場
合
は

処
嗣
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
政
治
家
以

外
の
人
か
。
政
油
家
名
義
の
寄
附
を

す
る
こ
と
も
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ

れ
ま
す
。

※
政
治
教
育
集
会
に
関
す
る
実
費
の

補
償
の
う
ち
、
食
事
や
食
事
料
の

提
供
は
禁
止
さ
れ
、
罰
則
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

２

有
権
者
が
、
威
迫
し
て

あ
る
い
は
政

治
家
を
陥
れ
る

目

的
で
寄

附
を
求
め
る
と

処
罰
さ
れ
ま
す

。

政
治
家
に
対
し
、
寄
附
を
出
す
よ

う
に
勧
誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
政
治
家
を
威
迫
し

て
あ
る
い
は
政
治
家
の
当
選
ま
た
は

被
選
準
権
を
失
わ
せ
る
目
的
で
勧
誘

や
要
求
を
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

政
治
家
名
義
の
寄
附
を
求
め
る
こ

と
し
禁
止
さ
れ
、
威
迫
し
て
求
め
る

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

Ｑ

）

政

治
家
は
、
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ

を
出
す
こ
と

が
禁
じ
ら
れ
ま
す
。

政
治
家
は
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ

る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、
暑
中
見

舞

い
状

な

ど
の
時

候
の

あ
い
さ

つ
状

（
電

報
な

ど
も
含

ま
れ

ま
す
。）
を

出

す
こ

と
は
禁

止
さ

れ
ま
す

。

４

政
治
家
や
後
援
会
が
、
有
料
の
あ

い
さ
つ

広
告
を
出

す

と
処
罰

さ
れ
ま
す

。

政
治
家
や
後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る

後
援
会
）
か
、
選
挙
区
内
に
あ
る
者

に
対
す
る
あ
い
さ
っ
を
目
的
と
し
て
、

新
聞
、
惟
誌
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な

ど
に
よ
り
。
有
料
の
広
告
（
い
わ
ゆ

る
名
刺
広
告
な
ど
ｙ

を
出
す
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

な
お
、
政
治
家
や
後
援
団
体
に
対

し
、
あ
い
さ
っ
を
月
的
と
す
る
有
料

の
広
告
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
お
り
。
威
迫
し
て
求
め
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。

Ｒ

）・
　
後
援
会
が

、
花
輪

、
香
典

パ
祝
儀
な
ど
を
出
す
と
処

罰
さ
れ
ま
す

。

・
　
こ
　
　
　
　

：

プ
ツ
　
ー
　
い
　
’`

後
援
団
体
（
い
わ
ゆ
る
後
援
会
）

が
。
花
輪
、
供
花
、
香
典
、
祝
儀
そ

の
ほ
か
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
を
出

し
た
り
、
後
援
団
体
の
般
立
日
的
に

よ
り
行
う
行
事
や
事
業
に
闃
す
る
寄

附
以
外
の
寄
附
を
す
る
と
。
そ
の
時

期
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
処
罰
さ
れ

ま
す
。

―
。
２
『

４
お
よ
ぴ
５

に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
ま
す

と
公
民
権
停
止
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

金のかからない

政治 ，選挙のた

めに寄附禁止の

ルールを守り ま

しょう。

祭りの寄附

葬式や花輪の番典



20 歳

大
人
の
仲
間
入
り

▲まず入口で受伺

▲冨永町長から野村裕一さんに成人証盲の授与
Ａ答辞を述べる佐久間敏江さん

2
0歳
に
な
っ
て

大
木
戸
　
星
野
　
陣
子

幼

い
頃
か
ら
2
0歳
と
い
う
の
は
、

私
に
と
っ
て
憧
れ
て
い
た
も
の
で
し

た
。
晴
れ
着
姿
に
な
る
自
分
を
恕
像

し
た
り
。
一
人
前
の
人
人
に
な
・
た

よ
う
な
気
が
し
て
い
た
も
の
で
す
。

こ
の
成
人
の
目
を
迎
え
て
今
ま
で

の
自
分
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
周

り
の
人
に
慎

二

ヽ
し
ま
い
何
か
と
甘

え
て
い
た
様
な
弘
で
し
た
。
1
8歳
か

ら
就
職
を
し
た
た
め
早
く
か
ら
社
会

人
の
仲
間
人
り
今
し
た
訳
で
す
か
、

仕
事
で
も
ま
だ
2
0歳
で
は
な
い
、
人

人
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
気
持
ち
が

あ
り
、
わ
か
ま
ま
や
失
敗
を
し
た
り

と
周
り
の
方
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
2
0歳
に
な

れ
ば
当
然
人
人
と
し
て
の
扱
い
が
さ

れ
る
一
人
の
人
川
と
し
て
認
め
ら
れ

る
の
で
自
分
の
行
動
に
常
に
責
任
を

持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
人
間
関

係
も
複
雑
に
な

ご
ヽ
く
る
こ
と
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
私

は
ま
だ
ま
だ
や
人
前
で
完
全
な
人
人

に
な
『

た
と
は
言
え
な
い
の
で
す
。

そ
れ
で
も
、
自
分
の
中
に
あ
る
「
や

き
し
き
」
『
思
い
や
り
』
や
自
分
自

身
に
対
す
る
『
厳
し
さ
』
を
持
ち
続

け
て
い
た
い
。
こ
れ
か
ら
先
は
決
し

て
楽
な
道
の
り
で
は
な
い
け
れ
ど
、

新
た
な
階
段
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
慎
重

に
秣ｔ
つ
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る

の
で
す
。
こ
の
先
精
神
的
成
長
も
す

る
た
め
に
人
生
の
先
輩
方
に
な
ら
っ

て
、
ひ
と
ま
わ
り
、
ふ
た
ま
わ
り
も

大
き
な
人
間
に
な
れ
る
よ
う
に
指
導

し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

い
ろ
い
ろ
期
待
に
脚
を
ふ
く
ら
ま

せ
、
時
に
は
不
安
な
こ
と
か
待
ち
か

ま
え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

自
分
の
道
を
進
む
た
め
に
し

’。
か
り

足
を
地
に
つ
け
て
勇
気
・
ご
自
分
な
り

に
持

ご
ヽ
い
る
信
念
を
失
わ
ず
。
早

く
一
人
前
の
人
人
に
な
れ
る
よ
う
に

一
生
懸
命
生
き
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す

成
人
式
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て

藤

田
　

佐
藤

水
無
子

弘

は
。
人
間

を

一
人
育

て
る
と

い

う
こ

と
を
今

の
道

に
進

む
ま
で
深
く

考
え

る
と

い
う
こ

と
は
あ

り
ま
せ

ん

で
し

た
。
子

供
は

、
放

っ
て
お

い
て

も
大

き
く
な

る
も

の
で
す

か
、
私

は

蹴
初

の
・
．ａ
葉

一
つ

か
ら

、
両
親

に
繰

り
返
し
教
え
ら
れ
、
育
て
ら
れ
た
の

で
す
。
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
自

紙
の
上
に
絵
を
描
い
て
い
く
こ
と
と

同
じ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
2
0年
と

い
う
莫
人
な
る
時
間
を
費
や
し
て
。

ベ
ー
ス
を
作
っ
て
く
れ
た
の
は
両
観

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

決
し
て
一
人
で
宵
っ
て
き
た
わ
け
で

は
な
く
、
私
の
2
0年
川
は
両
親
の
2
0

年
と
い
う
時
間
で
も
あ
る
と
思
う
の

で
す
。

今
度
は
、
私
自
身
が
桧
箪
を
持
っ

て
べ
・
’
ス
の
上
に
描
い
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
λ
。
も
う
筆
を
持
っ

て
描
き
始
め
て
い
る
人
も
こ
れ
か
ら

持
と
う
と
す
る
人
も
い
ま
す
。
そ
の

時
期
は
。
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
「
成
人
式
」
と
は
一
つ
の
通

過
地
点
で
あ
り
、
急
い
で
絵
筆
を
持

つ
必
要
は
な
く
、
た
だ
、
成
人
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

自
覚
し
て

い
け
ば
、
筆
を
持
っ
た
時

に
す
て
き
な
桧
を
榻
き
始
め
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
途
中
で
悩

む
事
か
あ
れ
ば
、

ベ
ー
ス
を
作
っ
て

く
れ
た
人
に
聞
く
こ
と
で
、
き
っ
と

碼
図
や
、
色
の
出
し
方
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
て
く
れ
る
は
ず
だ
と
思
い
ま

す
。成

人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
。
両

親
、
私
の
出
会

‥
た
多
く
の
人
々
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

私
は
今
、
看
護
婦
の
道
を
歩
み
始

め
て
い
ま
す
、
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0
阿津賀志楯

菊　池　利　雄
阿津賀志楯 要図

文
治
苙
年
（
一
一
八
九
）
奥
州
軍

の
本
拠
平
泉
を
め
ざ
し
て
東
山
道
を

北
に
向
か
う
、
源
頼
朝
の
串
い
る
鎌

倉
軍
の
侵
攻
を
阻
止
す
べ
く
．
藤
原

秦
衡
は
伊
達
と
刈
田
郡
境
に
ま
た
が

る
、
阿
津
賀
志
山
一
帯
の
地
に
強
力

な

防
御

陣
地

．（
城

郭
）
を

構

築
し

、

異

母
兄

の
藤
原

国
衙

を
総

大
将

と
し

二
万

騎

の
軍
兵

を
配

し
て

迎
撃

の
態

勢

を
固

め
た
．

こ
の
城

郭

の
呼
称

に
つ

い
て
は
．

「
吾

妻

鑑
」

の
同
年

九
月

八
日
の

条

に
、
源
頼

朝
か
紫

波

郡
陣
ヶ

岡
（
四
｀
″

９

よ
り

泰
衡

を
亡

ぼ
し
て

、
奥
州

合
戦

に
勝
利

し

た
経
緯

を
、
御

白
河

上
皇

へ
言
上

を
依

頼
し

た
師
中
納

言

宛

の
書
状

に
よ

れ
ば
、

厚
賀
志

楯
と

配

さ
れ
て

い
る
．

本
稿

は
こ
の

楯
に

お
け

る
奥

州
軍

の
布
陣

愉
況
を

、
最

近

の
調
査

結
果
を

踏
ま

え
、
慨

観
し

て
み

よ
う

と
す

る
も
の

で
あ

る
．

こ

の
楯

は
源
頼

朝

が
本
営

を
置

い

む
藤

田
宿

よ
り
国

見

山
一ａ

に
頏

。Ｕ

東

麗
節

の
国
見

峠
を

経
て
、

貝

田
｛
″
邨

か

ら
越
河

こ
　に

へ
向

か
う

地
狹

節
を
東

山
道

が
走

っ
て
お

り
、

こ
の

街
述
を

何
本

か
の
横

断
す

る
形

で
防

御
陣
地

の
構

築
が

な
さ
れ

て

い
る
．
そ

の
最

前
衛
を

な
す

も
の

は
国

見
山

七
合
目

を
始

点
と
し

、
大

木
戸

と
石

母
田
の
旧

村

境
を
平

地
郎

に
降

り
、

滑
川
東

岸
の
川

岸
段

丘
崖

上

を

西
大
枝

の
欠
下

で

逢
隈
川

の
旧

河
道

に
落
ち

込
む

、
約

三
・
二

㎞
に

わ
た
る
帯
状
遺
構
の
、
阿
庫
賀
志

山
防

塁

£

重
）
で

あ
り

、
こ

の
防
御

線
は

さ
ら

に
国
見

山
よ

り
郡
境

嫩
練

の
長

嶺

に
遠
す

る
尾
根
上

に
は

、
越

口
土

塁

・
空

窪
砦

・
東
畑

砦
そ

し
て

長
嶺

上

の
貝

田
陣

場
砦

へ『
と

延
び
て

い
た
．

こ
の
尾
根
晧
は
藤
原
国
衙
の
本
瞥
か

酘
か
れ
た
大
木
戸
の
搦
手
口
に
あ
た

り
、
こ
の
面
か
ら
の
鎌
介
軍
の
侵
攻

に
備
え
て
、
石
母
田
の
熊
笹
ケ
入
川

の
谷
口
郎
に
は
駒
場
砦
、
西
沢
川
の

上
涜
郎
に
は
山
舘
や
陣
場
舘

が
築
か

れ
、
囲
石
に
現
存
す
る
集
石
は
石
塁

の
構
築
を
準
備
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
西
側
内
谷
の
金
有
ケ
沢
川
沿

い
の
花
舘
・
守
ノ
山
砦
、
長
巓
上
の

太
子
平
砦
な
ど
の
構
築
が
な
さ
れ
て

い
る
。

第
二
の
防
御
陣
地
は
大
木
戸
防
塁

で
、
東
山
道
を
狹
ん
で
旧
貝
田
と
商

城
の
村
境
に
沿

り
て
築
か
れ
た
石
塁

遣
檮
と
。
そ
の
上
旋
は
孫
六
窪
沢
川
、

下
流
は
牛
沢
川
の
支
流
大
沢
・
貝
田

沢
川
や
切
／
内
沢
川
の
深
い
浸
食
谷

に
囲
ま
れ
た
只

田
の
地
抉
鮪
で
あ
り
、

光
明
寺
村
境
の
地
名
城
内
や
石
塁
と

お
ぼ
し
き
も
の
か
残
さ
れ
て
お
り
、

楯
地
は
こ
の
地
に
及
ん
で
い
た
。

第
三
の
防
御
陣
地
は
貝
田
沢
川
の

深
い
浸
食
谷
で
、
切
ノ
内
沢
川
と
の

合
流
す
る
台
地
突
端
の
沢
中
砦
が
あ

り
。
東
側
山
地
の
向
山
砦
群
。
光
明

寺
の
東
越
山
舘
は
こ
の
榻
の
搦
手
を

お
さ
え
た
要
害
で
あ
ろ
う
。

第
四
の
防
御
陣
地
は
、
県
塊
を
越

え
た
旧
仙
台
藩
口
留
番
所
跡
よ
り
西

部
山
地
の
間
を
迴
る
石
塁
遺
構
が
残

さ
れ
て
お
り
。
越
河
地
内
の
別
当
舘

や
街
道
沿
い
の
篤
借
駅
な
ど
は
、
こ

の
楯
の
兵
站
部
と
み
ら
れ
る
。

献

血

に
9
2名

が
協
力

二
月
二
日
、
県
の
移
動
採
血
車
か

来
町
し
ま
し
た
．
今
回
は
国
見
町
農

協
大
枝
支
所
前
を
は
匕
め
、
町
内
四

ヶ
所
で
献
血
活
動
を
行
い
、
9
2名
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
な
だ
き
ま
し
た
・

（
順

不
同
・

敬
称
略

）

一

印
の
方
は
四
〇
〇

に
協
力
者
で
す
．

（

一

般

協

力

》

松

浦

市
太
郎

志

村

午

川

附

野
　
　

牧

鈴

木
　
　

薫

丼

砂

由

外

・
佐

一

利

郎

小

林

フ
　

―`

玉

手

富

子

鈴

木

ヨ

シ

松

浦

幹

男

佐
久
間

栄

子

・
上

田

和

雄

佐

藤

正

子

佐

藤
　

智

樋

口

典

雄

菊

地

芳

昇

佐
久
間

敏

皿

佐

藤

ひ
ろ
み

中

潟

千

春

鈴

木

栄

明

高

橋

秋

子

《
一

見
電
子
》

金

子

明

宏

・
阿

部

典

昭

瀬

一
尸

芳

瞳

僚
久
間

貞

巾

鈴

木

ま
さ
子

佐

藤

り

枝

・
ぷ

手

真

司

佐

藤

和

子

後

藤

せ
き
子

非

砂

ヨ
シ
子

佐

藤

Ｉ

古

佐

藤

久
美
子

佐

Ｉ

和

夫

佐
久
間

幸

雄

高

柵

昭

§

・
阿

部

津
　
一

・
廣

居

重

夫

宍

戸

隆
　
一

古

田

義

正

伊

東

芳

子

高

擒
　
　

力

秋

粲

多
希
子

赤

坂

裕

子

佐
々
木

博

志

阿

部

優

子

半

沢

弘

子

商

鴣

髫

枝

・
佐
々
木

孝
　

】

赤

坂

は
る
い

・
佐

藤

好

弘

・
硲
1
1
1

道

夫

佐

藤

゛
｀
　エ

（
商
工
会
》

・
鑓

水

正

春

・
小

紫

春

雄

泰
　
　

卿
　
一

梅

月

辰

也

松

浦

惣

）

《
皿
見
町
一

協
》

佐

一

軅
太
郎

松

浦

新
一
郎

雌

形

晴

誕

佐
久
叫

恵

子

佐

Ｉ

箝

笑

新

田

薺

輔

佐

野

フ
ミ
エ

宗

川

博

明

中

村

秀

雄

脅

野
　
　
剛

鈴

木

昭

子

大

森

忠
治
郎

高

鵬

芳

男

佳
久
間

ッ
ヤ
子

・
佐

藤

幸

輔

鴨

田

美
代
子

《

福

鳥

信

用

金

庫

国

見

支

店

）

岡

崎
　
　

稔

阿

部

正

信

《
国
見
町
役
崎
》

菊

地

弘

美

鈴

木

哲

也

引

地

由

則

武

田

友

江

八

巻

忠

義

佐

藤

光

男

武

田

慶

子

亀

岡

貞

一

八

城

敏

康

菊

地

富

子

蓬

田

恭

子

宍

戸

漕

寿

阿

部

正

一

吉

田

義

纃

羽
根
田

孝

司

佐

鱗

克

成

高
村
さ
ん
に
銀
色
有
功
章

三
十
回
以
上
の
献
血
協
力
者
に
贈

ら
れ
る
日
本
赤
十
字
社
の
銀
色
有
功

章
が
、
高
村
義
孝
さ
ん
（
山
崎
宇
北

古
舘
八
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。



生

徒

を

募
集

朗
読
奉
仕
者
養
成
教
室

▽
募
集
人
員

▽
募
集
期
間

1
0名

３
月
1
5日
～
３
月
3
1日
ま
で

当
日
消
印
有
効

▽
募
集
桑
件

山
学
生
・
生
徒
以
外
の
方

闥
基
礎

指
導
・
・
５
月

か
ら

７
月

ま

で
の

３
か

月
間

｛
毎

週
火

曜
日

｝

実
技

指
導
‐

９
月
か
ら
２
月
ま

で
（
月
２
回
）

※
午
後
１
時
3
0分
か
ら
３
時
3
0分

ま
で
県
点
字
図
書
館
で
受
講
で

き
る
方

▽
募
集
裏
領

住
所
・
氏
名
・
年
令
・
職
業
・
電

話
番
号
及
び
郵
便
番
号
を
明
記
し

た
（

ガ
キ
で
申
し
込
み
し
て
く
だ

さ
い

▽
受
講
生
の
選
考

面
接
テ
ス
ト
、
音
声
テ
ス
ト
を
爽

施
し
合
格
し
た
方

▽
申
し
込
み
・
間
い
合
わ
せ

福
島
市
森
合
町
６
－

７

福
鳥
県
点
字
図
書
館

Ｓ
Ｕ
0
5
2
2

年
金
額
が

引
上
げ
ら
れ
ま
す

岡
会
に
お
い
て
年
金
二
法
案
か
可

決
さ
れ
、
年
金
額
の
引
上
げ
か
平
成

元
年
四
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

年
金
額
の
引
上
げ
額
は
、
次
の
喪

の
と
お
り
で
す
．

今
回
の
年
金
額
の
引
上
げ
か
．
四

月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
四
月
以
降
の
改
定
の
差
額
は

二
月
の
定
期
支
払
時
に
合
わ
せ
て
支

払
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

〔表 〕 年 金 額 の 引 上 げ （月 額）

厚生年金（モデル）
63年度　　　 平成元年度
185.1 円　－　195.492 円

（32年加入･夫衂） （3S年軅入･夫勦
国民年金

老 齢　基 礎　年　金
２　 ３　 年　 年　 金
１　 ０　 年　 年　 金
５　　 年　　 年　　 金
老 齢 福 祉　年　金
障 言基 礎年 金 く１級）

奏　　(  2 
級 )

遺族基礎年金（子１人）

52.267円　－　55.500 円
48.867円 －　.  708円
32.483円　－　33.7 円
27.650円　－　.  700円
27.500円 －　.400 円

6S､333円　
－　69.375 円

52.267円 →　55  . 500円
67 942円 －　 れ .500円

自
動
車
の
登
録
・

税
の
申
告
は
お
早
め
に

毎
年
三
月
は
、
陸
運
支
局
や
自
助

車
脱
申
告
の
窓
口
か
大
変
混
雑
し
、

利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て

い
ま
す
。

自
動
車
を
旗
っ
た
り
、
譲
り
受
け

た
と
き
や
、
住
所
変
更
、
廃
車
な
ど

を
し

た
場
合
は
、
二
月
中
か
遅
く
と

も
三
月
上
旬
ま
で
に
手
続
き
を
済
ま

せ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

■
自
助
車
登
餓
の
閥
い
合
わ
せ

・
東
北
運
輸
局
福
鳥
陸
運
支
局

一
’

哺
0
3
4
1

■
自
助
車
税
の
悶
い
合
わ
せ

・
福
島
県
自
動
恥
県
税
事
務
所

I
a
1
1
1
1

■
軽
自
動
車
の
問
い
合
わ
せ

・
福
島
県
軽
自
動
車
協
会

霖
哺
２
５
７
７

・
国
見
町
役
場
税
務
課

一
ａ
2
1
1
1

転
勤
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

各
機
関
へ
の
届
け
出
を

忘
れ

ず
に

／・

三
月
、
四
月
と
も
な
る
と
暖
か
い

日
差
し
の
肪
れ
と
と
も
に
、
転
勤
、

就
職
、
入
学
な
ど
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
転
動
な
ど
に
伴

う
の
か
引
越
し
で
す
。

こ
れ
ら
慌
た
だ
し
い
引
越
し
の
中

で
、
忘
れ
か
ち
な
の
が
各
機
関
へ
の

住
居
移
転
届
け
で
す
。

役
場
住
民
課
へ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
水
道
課
や
郵
便
局
、
そ
れ
に
電

力
会
社
。
ガ
ス
会
社
、
電
話
局
、
ま

た
テ
レ
ビ
を
お
持
ち
の
方
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

へ
の
連
絡
か
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
と
で
な
ど

と
考
え
、
引
越
し
て
し
ま
う
と
っ
い

面
倒
に
な
・
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

な
お
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
絡
先
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〒

蜘

福
島
市
北
五
老
内
町
一
－

五

Ｎ
Ｈ
’‘

鶴
鳥
放
送
局

雲
Ｓ
1
1
9
1

学
生
募
集

県
建
設
技
術
学
院

福
鳥
県
建
設
技
術
学
院
で
は
。
中

堅
建
設
技
術
者
の
養
成
を
め
ぎ
し
、

次
の
要
領
で
平
成
二
年
度
（
第
十
一

期
生
）
の
学
生
を
葬
集
し
て
い
ま
す
。

令
募
集
期
間

平
成
元
年
1
2月
１
日
～
平
成
２
年

３
月
3
1日

令
心
矼
資
格

巾
原
則
と
し
て
1
8歳
以
上
2
5歳
ま
で

の
男
子

閙
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
者
（
平
成
元
年
度
卒
業
見
込

の
者
を
含
む
）

奪
試

験

入
学
試
験
は
、
指
定
の
日
に
当
学

院
で
行
い
ま
す

令
経

賢

剛
入
学
金
　
５
万
円

叨
教
青
費
　
2
0万
円

（
制
服

・
教

材
・
諸

鰹
費

）

※
授
業
料
は
、
帥
福
島
県
建
設
産
業

振
興
事
集
団
が
負
担
し
ま
す

奪
教
育
期
間

１
年
間
（
平
成
２
年
４
月
～
平
成

３
年
３
月
）

・

教
育
科
目

○
測
量
工
学

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
エ
学

○
土
質
工
学

○
工
事
管
理

申
し
込
み
、
そ
の
他
詳
し
く
は
福

鳥
県
建
設
技
術
学
院
（
二
本
松
市
安

達
ケ
渾
一
丁
目
5
5の
ｌ
、
髫
0
2
4
3
a
0
5
3
0

）
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

異

動

の
あ

っ

た
方

お
届
け
く
だ
さ
い

～
伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
～

平
成
二
年
度
の
水
利
費
賦
課
に
つ

い
て
、
賦
課
の
基
準
と
な
り
ま
す
農

地
か
売
買
な
ど
に
よ
り
所
有
権
に
異

動
の
出
た
方
、
経
営
移
譲
な
ど
に
よ

り
名
義
変
更
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
農

地
の
貸
借
が
行
わ
れ
た
場
合
は
水
利

費
の
支
払
い
者
名
を
確
認
の
う
え
、

伊
達
西
根
堰
土
地
改
良
区
へ
三
月
二

十
日
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
魯
劼
2
3
1
9



老
人
精
神
保
健

巡

回
相

談
会

を
開

催

～
家
族
だ
け
で

悩
ま
な
い
た
め
に
～

人
間
は
ポ
ヶ
て
し
ま
う
と
何
も
感

匕
な
く
な
る
と
思
い
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
は
大
変
な
誤
解
で
す
．

ボ
ヶ
老
人
に
も
自
尊
心
や
し
ゅ
う

恥
心
か
あ
り
、
知
的
な
心
の
働
き
は

衰
え
て
も
感
情
は
残
り
て
い
ま
す
．

ボ
ヶ
老
人
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
過

ご
し
て
い
る
の
か
を
知
り
、
そ
の
老

人
の
気
持
ち
に
な
っ
て
い
り
し
ょ
に

考
え
て
あ
げ
る
こ
と
か
、
お
年
寄
り

を
お
世
話
す
る
う
え
で
大
切
な
こ
と

で
す
．

お
悩
み
の
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
．

▽
日
　
畤

３
月
1
5日
困

午
後
１
時
3
0分
～
４
時
ま
で

▽
会

場

国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
内

容

ぽ
専
門
医
師
に
よ
る
個
別
相
鮫

叨
保
健
婦
に
よ
る
介
護
指
導

即
介
護
用
品
の
展
示

Ⅲ
ポ
ヶ
の
予
防
相
談

な
お
、
保
原
保
魴
所
で
は
毎
月
第

二
・
第
四
木
曜
日
午
後
一
時
か
ら
専

門
医
師
に
よ
る
『
心
の
健
康
柵
鮫
』

を
鬨
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
．

キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
に

ご
注
意

二
十
代
前
半
の
若
い
人
を
衝
頭
で

呼
び
止
め
て
『
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
欲
し
い
』
と
か
『
モ
デ
ル
に
な
り

ま
せ
ん
か
』
な
ど
と
誘

い
、
化
粧
品
、

健
康
食
晶
．
会
員
権
な
ど
の
契
約
を

さ
せ
て
し
ま
う
商
法
で
す
．

ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
（
無
条
件
解

除
）
を
す
る
と
、
呼
ぴ
出
し
て
再
契

約
を
迫

’
た
り
。
職
場
に
い
や
か
ら

せ
の
電
話
を
す
る
業
者
も
あ
り
ま
す
。

○
こ
の
商
法
で
扱
わ
れ
る
商
品

・
健
康
食
品
．
化
粧
品

・
映
画
の
鑑
賞
券

・
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
サ
ロ
ン

ー
モ
デ
ル
、
タ
レ
ン
ト
養
成
講
座

・
印
鑑

○
被
書
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
・：

街
の
中
で
の
呼
び
か
け
に
は
立
ち

止
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
、
し
っ
こ
く

っ
き
ま
と
わ
れ
て
も
無
視
す
る
ぐ
ら

い
の
心
構
え
が
必
要
で
す
．
あ
ま
り

し
っ
こ

い
よ
う
な
ら
、
近
ぐ
の
交
番

へ
駆
け
込
む
の
も
一
つ
の
方
法
で
す
．

＠
買
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
（
無
条
件
解

除
）
か
可
能
で
す
の
で
、
契
杓
し
た

日
か
ら
八
日
間
以
内
に
書
面
で
業
者

に
通
知
し
ま
し
ょ
う
．

な
お
．
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た

後
、
業
青
か
ら
呼

び
出
し
が
あ
っ
て

も
応
匕
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金

こ
ん
な
と
き
は

届
け
出
を

忘

れ
な
い
で

①
あ
な
た
や
あ
な
た
の
配
偶
者
か
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
・

脱
退
し
た
と
き

②
氏
名
や
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

③
死
亡
し
た
と
き

各
届
出
に
は
印
餓
、
年
愈
手
帳
な

ど
か
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
添

付
書
類
が
必
要
な
掛
合
も
あ
り
ま
す

の
で
。
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
・

■
届
出
先

役
場
住
民
躁
国
民
年
金
係

酋
叙
２
１
１
１
。
内
線
１
３
５

戸 籍 の 窓 口
(１月受付分)

出生おめでとうございます

子 の 名 保護者　　町内会

あかね　　　　 田口 裕之 石毋田東

翔 平(しょうへい)蓬田　 裕 泉 田 中

食 大(たかひろ)谷津 幸夫 駅　 前

智 大(ともひろ)谷津 幸夫 駅　 前

翔 大(しょうた)谷津 幸夫 駅　 前

啓 太(け い た)古田　 勉 山崎小舘

寿 哉(と し や)伊東 一永 耕　 谷

大 輔(だいすけ)徳江 昭一 徳 江 北

玲 奈(れ　 な)寺鳥 正樹 第 十 一

和 幸(かずゆき)鴨田 忠幸 山 崎 舘

栄里子(え り こ)遠藤 哲郎 山崎小舘

和 哉(か ず や)伊廊 孝一 駅　 前

彩 加(あ や か)前鳥伸一郎 富 町 北

幸 恵(さ ち え)斎藤 一郎 第　 Ξ

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　 年齢　　 町内会

菊 地 鶴 古　　72　　 石雌田原

松 浦 武 市　　79　　 石母田原

佐 藤 正 利　　43　　 山　 椢

岩 城 ハ ル　　78　　 川　 内

大 津 キ　ツ　　90　　 第　 Ξ

阿 部 禅 子　　74　　 官 町 南

八 巻 サ ワ　　91　　 絶 江 北

鈴 木 善 雄　　65　　 泉 田 上

星 野　　 昂　　79　　 光 明 寺

佐 藤 サ　ト　　87　　 泉 田 中

寺 鳥 長 古　　90　　 第 十 二

佐 藤 キ　ミ　　78　　 第　 四

佐 藤 七 郎　　77　　 小　 坂

人 口 と 世 帯
２月１日現在(前月比)１月中のうごき

人

”
Ｋ

’口

･男5  , 741人(  十 3 )

一女6  に 18人(   ー4 )

- 計 11.  9人 （－ １）

世帯数2,937 戸（十ｌ）

転 入　５人

転 出　７人

出　生　14人

死　亡　13人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二階 相 鷁 室 （既倒人口からね入り下さい）

時 間 ： ９ 時 ～12 昨

こ まったことや。相談ごとがあり ましたら、

お飢軽にご相談下 さい。秘密は絶対 に守ります。

〔相 破 員〕

２月23 日 (金）後藤　 －・佐藤八重子

３月５日（月）高橋藤右工門・山内聡子

３月15 日 (木）高隅 隆雄.‘牧野 容子

２月　如月（きさらぎ）

日 (金）全国狩猟禁止

19日（月）雨　水

加 日 ( 火）水戸梅まっり

３月　弥生（やよい）

１日（＊ ）全岡火災予防運動

31ﾖ（土）ひな祭り

５日（月）啓　 蟄

7 日 ( 水 ) 消防紀念日

亅

８卩（木）国際婦人デー



公
民
館
だ
よ
り

国見 町公民 館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有）４15 ６

はばたけ若い力

成人おめでとうございます

平成２年

成 人 式

成
人
の
日
の
一
月
十
五
日
、
町
公

民
館
で
『
成
人
式
』
が
挙
行
さ
れ
、

百
六
十
九
人
が
晴
れ
て
大
人
の
仲
間

入
り
を
し
ま
し
た
。

午
前
十
時
か
ら
式
が
行
わ
れ
。
冨

永
町
長
か
ら
『
協
調
性
か
あ
り
、
社

会
の
皆
さ
ん
に
期
待
さ
れ
る
豊
か
な

心
を
持

り
た
。
限
り
な
く
伸
ぴ
ゆ
く

優
秀
な
若
人
と
な
る
よ
う
期
待
し
ま

す
Ｊ
と
式
辞
か
あ
り
、
続
い
て
成
人

者
を
代
表
し
て
野
村
裕
一
さ
ん
（
小

坂
）
に
成
人
証
書
か
授
与
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
紀
念
品
は
佐
藤
利
雄
教
育

委
員
畏
か
ら
五
十
嵐
純
子
さ
ん
（
藤

田
）
に
目
録
か
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
大
勢
の
来
賓
の
方
々
か

出
席
さ
れ
、
代
表
し
て
松
浦
義
男
町

議
会
議
長
の
祝
辞
か
あ
り
ま
し
た
。

成
人
者
を
代
表
し
て
佐
久
間
敏
江

さ
ん
（
森
江
野
）
か
ら
「
杜
会
の
一

八
と
し
て
の
心
構
え
を
し

う
か
り
持

ち
。
今
日
の
決
意
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
。
選
ん
だ
道
を
精
い
っ
ぱ
い
進
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
Ｊ
と
答
辞

か
あ
り
ま
し
た
。

式
終
了
後
。
宮
城
会
に
よ
る
一
箏

曲
」
を
聞
き
、
豪
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
に
成
人
者
全
貫
で
記
念
写
真

を
撮
彫
し
て
、
成
人
式
を
閉
じ
ま
し

た
。

▲成人者全員で記念撮彫

料
理
実
習
と
新
年
会

渡

辺
愛
子

気
忙
し
く
過
ご
し
た
お
正
月
も
ほ

っ
と
し
た
頃
、
一
月
十
二
日
に
成
人

学
級
の
一
月
の
学
習
で
あ
る
「
料
理

実
習
と
新
年
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
日
、
福
鳥
民
報
の
案
内
欄
に
載

り
て
い
ま
し
た
の
で
、
一
時
半
か
ら

と
の
記
事
を
う
の
み
に
福
祉
セ
ン
タ

－

に
向
か
っ
た
ら
。
一
時
か
ら
始
ま

っ
て
お
り
遅
刻
で
し
た
。

講
師
は
管
理
栄
養
士
の
杉
崎

匸
江

先
生
で
、
料
理
の
説
明
に
入
っ
て
い

ま
し
た
。
『
か
ん
た
ん
な
酒
の
肴
』

づ
く
り
と
い
う
こ
と
で
、
甘
え
び
の

唐
揚
げ
、
卵
黄
の
天
ぷ
ら
、
納
豆
の

天
ぷ
ら
。
牛
肉
の
ロ
ー
ル
の
ト
マ
ト

ソ

ー
ス
焼
き
、
鶏
肉
の
酒
蒸
し
、
さ

ら
し
葱
か
け
、
じ
ゃ
こ
の
バ
タ
ー
炒

め
、
わ
か
め
と
も
や
し
の
ナ
ム
ル
、

と
メ
ニ
ュ
ー
は
盛
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
二
十
七
名
の
出
席
者

を
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
男
性
三
名
、

女
性
四
名
の
計
七
名
で
編
成
さ
れ
ま

し
た
か
、
男
性
の
エ
プ
ロ
ン
姿
な
ど

と
て
も
す
て
き
で
し
た
。

次
か
ら
次
と
調
理
が
進
む
に
っ
れ
、

男
性
の
包
丁
さ
ば
き
お
手
並
み
は
大

し
た
も
の
で
し
た
。
特
に
パ
セ
リ
の

ミ
シ
ン
切
り
と
か
、
人
参
の
短
冊
切

等
尺
度
を
当
て
た
か
の
ご
と
く
、
女

性
顔
負
け
の
仕
上
が
り
で
し
た
。

初
め
は
こ
れ
だ
け
の
メ
ニ
ュ
ー
を

男
性
相
手
に
ど
う
し
て
さ
ば
け
る
の

か
と
思
い
ま
し
た
が
、
先
生
の
ご
指

導
が
実
に
て
き
ば
き
で
一
寸
の
無
駄

も
な
く
、
次
か
ら
次
と
テ
ー
ブ
ル
を

巡
っ
て
の
助
言
に
よ
り
、
忽
ち
仕
上

か
っ
て
盛
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
男
性
の
盛
付
け
に
は
一
笑
す

る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
か
、
後
片
付

け
な
ど
も
手
早
な
も
の
で
し
た
・

そ
し
て
、
三
時
二
十
分
に
は
全
剖

仕
上
が
り
．
委
員
長
の
挨
拶
の
後
乾

杯
に
入
り
、
自
ら
の
手
料
理
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
呑
む
程
に
酔
う
程

に
話
も
弾
み
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
．

・ 男性もエプロン姿で料理に挑概

スポ ーツだより

◇ 第５回都綱引き大会
と　 き　２月25 凵（ｎ）

ところ 桑折町民体育館

◇町民スキー教室
期　日　３月4 日 ( 日 )
嚇 所 みのわスキー場
会　央　１人3.  沿円（傷害供険料を含む）
定 員45 名（定員になり次第／切ります）
交 通 福鳥交通パス利川
※ 申し込みは、公民館へ Ｓ８５一一ｓ7６



長
寿
を
祝
う

阿
津
賀
志
学
級
の
新
年
寿
祝
い
の

会
が
一
月
二
十
三
日
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
堂
で
開
か
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の

約
二
百
十
名
が
参
加
し
、
大
へ
ん
盛

況
で
し
た
。

阿
津
賀
志
学
級
の
歌
の
斉
唱
に
始

ま
り
、
藤
田
嚊
衛
委
員
長
、
蓮
田
英

夫
教
育
長
の
挨
拶
に
続
き
、
八
島
忠

雄
助
役
。
佐
藤
忠
災
文
教
厚
生
委
員

長
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
寿
祝
い
敵
当
者
四
十
三

名
の
方
々
に
賀
詞
と
記
念
品
か
贈
蜑

さ
れ
ご
兀
気
な
姿
で
祝
福
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
吉
田
嘉
膿
さ
ん
の
謝
辞

で
終
わ
り
、
記
念
撮
影
を
し
て
か
ら
。

『
藤
踊
会
』
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
舞

踊
を
観
賞
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
学
級
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
謡
曲
。
歌
謡
。

舞
踊
、
朗
読
な
ど
の
熱
演
を
熟
心
に

見
入
り
、
拍
手
と
明
る
い
笑
い
声
が

郎
内
に
響
き
わ
た
り
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

○
米
寿

国
分
い
ち
の

吉
田

嘉
蔵

八
島

ア
キ

楽
し
い
一
日

親
子
ス
キ
ー
教
室

一
月

二
十

八
日
（
日
）
親

子
ス
‘キ

ー

教
室
を

、
二
本

松
塩

沢

ス
キ

ー
場

で

鬨
催
し

ま
し

た
。

こ
の

ス
キ

ー
教
室

に
は

、
親
子

三

十
四
人

が
参
加

、
午

前
八
時

に
公

民

館
を
出

発
し

。
九
時

半
に

ス
キ

ー
場

に
到
着

。
早
速

、
サ

ー
ク

ル
ポ
ケ

ッ

卜
会
員
の
指
導
の
も
と
、
ス
キ
ー
教

室
を
行
い
ま
し

た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
初
め
て
ス
キ

Ｉ
を
は
く
人
も
お
り
、
歩
き
方
、
転

び
方
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
し
た
・

午
後
は
、
自
分
た
ち
で
ど
う
に
か

滑
れ
る
よ
う
に
な
り
、
思
い
思
い
に

ス
キ
ー
を
楽
し
む
と
と
も
に
、
親
と

子
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
ま
し
た
・

Ａ攤田委驫長から賀詞の贈旦

▲楽しかった親子スキー教室

平成２年２月～３月公民館及び体育館関係等行事予定表

月 �日 �曜日 � 午　　　　　　 前 � 午　　　　　　 後 �� 夜　　　　　　 間

２ �15�木 ����青年学級　19: 30～

�17�土 ��
料理教室　13: 30

～

�19�月 ��
公民館運営審議会　13: 30

～

�20�火 ��
毋と子の公民館活動　14:30

～ 藤田小学校２年 ��
体協ソフトポール部設立　
準備委員会　19: 30 ～

�21�水 �
中央姆人学紐閉講式　9:30

～ �
成人学級閉講式　13 : 30

～

�22�木 ����
青年学級　19: 30

～

�23�金 �阿沖賀志掌級閉購式　9:30～

�25�日 �伊達郡綱引き大会　桑折町体育館　9:30 ～

�27�火 ��
毋と子の公民館活動　14 : 00

～　小坂小学校

�28�水 ��毋と
－

14 �-
の公民館活動00
～　大枝小学校

３ �１ �木 ��母と子の公民館活動　14 : 00～
藤田小学校１年 ��

青年学級　19 : 30
～

�４�日 �町民スキー教室　7:00～ みの
わスキー鳩

�５�月 ��毋と子の公民館活動　14 : 00～
藤田小学校３年

�６�火 ��毋と子の公民館活助　14: 00～姦江野小掌校

�７�水 ��毋と
14 �-

の公民館活助00
～　大木戸小学校 �

青年学級　19 : 30
～

�８�木 ��毋と子の公民館活助　14 : 00～ 藤田小学校２年

�11�日 �少年仲
間づくり教室閉講式

9:30 ～

�13�水 ��毋と
子の公民館活助　14:00

～ 藤田小学校２年

�14�木 ��
母と子の公民館活助　14:00

～ 藤田小学校２年 ��
青年学級　19: 30

～



鬼

は

外

／
・

福
は
内
／

～

藤
田
幼
稚
剛
で
豆
ま

き
～

二
月
三

日
は

節
分
．

藤

田
幼

稚

園

で

は
園
児

全
員

か
遊
戯

室

に
集
ま

り
、

元
気

よ
く

豆
ま
き

を
行

い
ま

し
た
．

こ

の
日

は
．
園

児
か

手
作

り
し

た

鬼
の

面
を

か

ぷ
り

．
用
意

さ

れ
た
豆

を

手
に
、
友

だ
ち

や
先
生

に
向

け
て

大
き

な
声
で

一
鬼

は
外
／

福
は
内

／・
」

と
威

勢
よ

く

豆
を
ま

き
、

寒
さ

な
ど

感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
の
熱
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

文
化
財
を

火
災
か
ら
守
ろ
う

文
化
財
防
火
デ
ー
が

｝
月
二
十
六

日
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昭
和
ニ
ト
四
年
の
こ
の
日
、

奈
良
法
隆
寺
金
堂
の
壁
画
か
焼
失
し

た
こ
と
を
教
訓
に
。
大
切
な
文
化
財

を
火
災
や
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る

た
め
に
運
動
を
展
開
す
る
も
の
で
。

今
年
で
第
三
十
六
回
に
な
り
ま
す
。

国
見
町
で
は
、
二
十
六
日
に
伊
達

地
方
消
防
組
合
西
分
署
か
ら
四
名
の

消
防
士
に
お
い
で

い
た
だ
き
、
町
文

化
財
保
護
審
離
会
委
員
五
人
と
と
も

に
、
県
指
定
重
要
文
化
財
の
旧
佐
藤

家
住
宅
を
は
じ
め
町
内
八
ヶ
所
の
文

化
財
を
視
察
し
、
防
火
設
側
の
点
検

や
危
険
簡
所
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

旧
佐
藤
家
住
宅
は
。
公
民
館
の
隣

に
昭
和
四
十
七
年
に
移
築
復
元
し
た

も
の
で
す
か
、
江
戸
時
代
中
期
の
本

百
姓
の
標
準
的
住
居
と
し
て
大
変
貴

重
で
す
。
ほ
々
に
も
国
史
跡
石
母
田

供
養
石
塔
、
町
指
定
の
岩
淵
遺
跡
や

義
経
の
腰
掛
松
な
ど
、
火
災
に
弱
い

重
要
な
文
化
財
か
町
内

に
は
数
多
く

あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
を
町
民
み
ん

な
の
手
で
守
り
、
筏
世
に
伝
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

大
岩
機
器
工
業
所

国
見
町
に
進
出
決
定

昨
年
八
月
、
科
研
製
薬
よ
り
町
が

旗
り
受
け
た
敷
地
（
科
研
グ
ラ
ウ
ン

ド
）
に
送
風
機
、
空
調
機
メ
ー
カ
ー

の
大
岩
機
器
工
業
所
（
本
社
・
東
京

都
大
田
区
、
賢
本
金
九
千
万
円
．
大

岩
清
二
杜
長
）
が
立
地
す
る
こ
と
に

な
り
、
一
月
二
十
三
日
．
東
京
・
平

河
町
の
福
島
県
東
京
事
務
所
で
工
場

立
地
基
本
協
定
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

国
見
町
に
建
設
す
る
工
場
は
、
同

社
の
送
風
機
製
造
部
門
の
拠
点
工
楊

で
、
四
月
か
ら
建
般
に
着
手
し
、
平

成
三
年
四
月
操
業
予
定
．
従
業
員
は

当
初
九
十
五
人
、
将
来
百
三
十
人
、

年
間
生
産
額
は
当
初
十
五
億
円
、
将

来
三
十
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
．

調
印
式
に
は
冨
永
町
長
、
大
岩
社

畏
が
出
席
、
松
浦
義
男
町
議
会
議
長
、

渡
辺
貞
雄
県
東
京
事
務
所
長
が
立
ち

会
い
ま
し
た
．

冨
永
町
畏
の

『
永
い
間
、
町
民
の

待
ち
望
ん
で
い
た
企
業
進
出
で
大
き

な
期
待
を
し
て
い
ま
す
』
と
歓
迎
の

あ
い
さ
っ
の
後
、
大
岩
社
長
は

ご

日
も
早
く
良
い
環
境
に
恵
ま
れ
た
国

見
町
に
近
代
的
な
工
場
を
建
設
し
て
、

大
岩
機
器
を
誘
致
し
て
良
か
っ
た
と

言
わ
れ
る
様
な
企
業
を
め
ぎ
し
て
い

ま
す
］
と
力
強
い
決
意
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
十
二
月
十
六
日
に
は
、

小
坂
工
業
団
地
に
立
地
す
る
企
業
五

杜
の
合
同
調
印
式
か
、
町
長
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

○
㈱
東
和
竃
一
Ｔ

金
属
製
品
塗
装

Ｏ
㈱
東
京
エ
ン
ゼ
ル
・：
ペ
ピ
ー
シ
ル
　

バ
ー
用
品
製
造
・
販
売

Ｏ
ヨ
シ
ナ
カ
産
業
㈱
…
食
品
工
業
用

機
器
製
造
・
販
売

Ｏ
日
本
（

ワ
ー
ド
㈱
・：
ポ
ン
プ
輸
入

販
売
・
修
理

Ｏ
㈱
コ
ー
セ
イ
…
自
助
供
給
装
獸
設

計
・
製
作

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に
閣
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
役
場
企
画
課
企
画
係

（
酋
叩
２
１
１
１
、
内
線
２
５
２
）

ま
で
・

編
集
日
記

○
立
春
か
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
寒
い

日
か
続
い
て
い
ま
す
。
先
日
、
久
し

ぶ
り
に
ス
キ
ー
に
行
っ
て
き
ま
し
た

か
、
日
頃
の
運
動
不
足
か
あ
ら
わ
れ
、

滑
り
出
し
た
途
端
に
コ
プ
で
飛
ば
さ

れ
顔
面
制
動
。
眼
鏡
は
曲
が
る
し
、

觚
は
ピ
リ
ピ
リ
。
で
も
、
気
分
だ
け

は
さ
わ
や
か
で
し
た
。
　
　

（
器

Ｓ
ｎ

．
騙
襴

―
兒
咀
．企
画
ａ

襴
鳥
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
臻
Ⅲ
字

．
Ｔ
Ⅲ
．・
２
の
１

一
九
六
九
一

‐．
七
　

ａ
｛
〇
二
囚
紅
｝
八
丘
ｊ
．：

こ

（
代
矗
）

▲元気よく鬼は外.／福は内／

Ａ文化財パトロール（石毋田供養石塔）

▲調印後、固い握手を交わす大岩社長、
渡辺県東京事務所長、冨永町長

あ町長窒で行われた合同調印式
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